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『芑山詩集』 と張自烈の友人たち
古　屋　昭　弘
1．はじめに　
　前稿 （古屋 2007） に引き續き張自烈 『芑山詩集』 （『芑山文集』 詩卷） を資料とし
て詩とその背景を考證してみたい1）。まず全 42首中の第 21首 「金陵得家信」
（金陵にて家信を得たり） の五言古詩から。詩の右の音聲記號は再構された張
自烈の讀書音 （17世紀の江西宜春方音） である。以下同。
前路未可極　ʦʰian陽  lu去  vuəi去  kʰo上  kʰiəʔ入 前路　未だ極むべからず
悠悠春樹斜　iəu陰  iəu陰  ʧʰiuən陰  ʃiu去  sia陽　 悠悠として春樹　斜めなり
自憐歡事少　ʦʰ 去  lian陽  huan陰  ʃi去  ʃiau上 自ら憐む　歡事少なきを
歸去亦天涯　kuəi陰  kʰiu去  iəʔ入  tʰian陰  ŋiai陽 歸り去るも亦た天涯
　江西袁州府宜春を故郷とする作者が南京に客居している際詠んだもので、各
字句への注釋は不要であろう。友人の錢禧 （後述） は 『芑山先生文集』 「旅詩自
序」 の後記で次のように言っている：　
張氏は現今の士人が詩をやりとりして自慢しあっているのを批判的に見
ていて、自分で詩を作ることは稀であった。作ったとしても人に見せる
ことは殆どなく、いつも打ち捨てて、惜しいとも思わない樣子。世間の
人も彼が詩に巧みであることを知らない。旅詩 「金陵に客たり、家信を
得て感懷す」 に 「自ら憐む　歡事少なきを、歸り去るも亦た天涯」 の句
があり、聞くところによると、袁繼咸はこの詩を讀んで涙したという。
ことさらうまく作ろうとしなくても自ずとすばらしいものになる。張氏
においてはこの類のことが多い2）。
　袁繼咸は張自烈にとって同郷の幼友達である。他にも張自烈の詩を深く理解
する友人は多くいたに違いない。以下、友人との交流について見てみたいと思
う。
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2．友人について
　張自烈は 「與友人論交書」 という文の中で友人の名前を列舉している。本人
を含めそのほとんどが明末の文社 「復社」 の成員である。その文は北京圖書館
藏の清初刊 『芑山文集』 書牘卷五と康熙刻本 （1687年頃） 『芑山先生文集』 （卷之
七） 雙方に見えるが、兩者の間には人名の出入りがある。以下に較べてみたい。
清初刊 『芑山文集』 SB5975 康熙刻本 『芑山先生文集』
僕向者因陳士業而見呉次尾。因周仲
馭而見沈眉生。因沈眉生而見萬道吉、
沈治先。因錢吉士而見楊維斗、衛神
清。因次尾而見劉伯宗。因伯宗而見
金天樞、天駟。因夏彝仲而見周勒卣、
王默公、徐闇公。因楊維節而見黃孺
子、楊汝開。因揭萬年而見湯季雲、
羅繡仲。瀨上則有呉見末、[][][]
（SB1871陳百史）。浙江則有聞子將、
嚴子岸、黃大冲。宜興則有陳定生。
麻城則有梅惠連。婺源則有余大微、
中台。金壇則有周仲馭兄弟。之數十
人者，言行學問，偏全醇疵，僕各有
去取短長。
僕向者因陳士業而見呉次尾。因錢吉
士而見楊維斗衛神清。因次尾而見劉
伯宗。伯宗而見金天樞、天駟。因夏
彝仲而見周勒卣、王默公、徐闇公。
因楊維節而見黃孺子、楊汝開。因揭
萬年而見羅文止、湯季雲。瀨上則有
呉見末、陳百史。皖桐則有方密之、
陳默公。浙江則有聞子將、嚴子岸、
黃太冲。宜興則有陳定生。麻城則有
梅惠連。婺源則有曹篁峙、汪未齊、
余大微、中台。金壇則有張公亮、周
仲馭兄弟。之數十人者，言行學問，
僕各有去取短長。
　
　これらの人名や地名を、主著などの情報を加えて整理してみれば以下のとお
りである：
一、兩者に共通 （省名を冠していない地名はすべて南直隷）
　字 姓名 本籍 主著
　士業 陳弘緒 江西新建 『陳士業全集』
　次尾 呉應箕 貴池 『樓山堂集』
　伯宗 劉城 貴池 『嶧桐集』
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　天樞 金光辰 全椒 『金御史詩文奏疏』
　天駟 金光房 全椒 
　吉士 錢禧 呉縣 『錢吉士先生全稿』
　維斗 楊廷樞 呉縣 『復菴遺稿』
　神清 衛澂 
　彝仲 夏允彝 華亭 『夏氏父子合集』 幾社六子の一人
　勒卣 周立勳 華亭 『幾社集』 幾社六子の一人
　默公 王元圓 華亭
　闇公 徐孚遠 華亭 『釣潢堂存稿』 幾社六子の一人
　維節 楊以任 江西瑞金 『非非室文集』
　孺子 黄？ 福建
　汝開 楊？ 江西瑞金  楊維節の甥 （從子）
　萬年 揭重熙 江西臨川 『揭蒿庵先生集』
　季雲 湯開先 江西臨川 『潭庵集』 湯顯祖の子
　見末 呉穎 溧陽 『蓴羹堂集』
　百史 陳名夏 溧陽 『石雲居士集』
　子將 聞啟祥 浙江杭州 『自娛齋集』
　子岸 嚴渡 浙江餘杭
　太冲 黄宗羲 浙江餘姚 『南雷文案』
　定生 陳貞慧 宜興 『書事七則』
 明末四公子の一人 （陳于廷の子）
　惠連 梅之 湖北麻城 『春秋因是』
　大微 余垣 婺源
　中台 余維樞 婺源 『中台文集詩稿』
　仲馭 周鑣 金壇
　介生 周鍾 金壇  周鑣のいとこ （親堂弟）
二、前者のみに見えるもの
　眉生 沈壽民 宣城  『姑山文集』
　治先 沈壽國 宣城
　道吉 萬應隆 涇縣  『三峰傳稿』
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　繡仲 羅紳 江西宜黄
三、後者のみに見えるもの
　文止 羅萬藻 江西臨川 『羅文止先生集』 臨川四大才子の一人
　密之 方以智 桐城 『浮山文集』 
 明末四公子の一人 （方孔炤の子）
　默公 陳焯 桐城　
　篁峙 曹鳴遠 婺源
　未齊 汪志稷 婺源
　公亮 張明弼 金壇 『螢芝集』
　なぜこのような違いがあるのであろうか。前者すなわち清初刊 『芑山文集』
は恐らく順治年間の刊行である （下限は 1652年）。南明政權と關わりがある友
人、たとえば方以智などは名前を出すのが憚られたのではなかろうか。親友中
の親友とも言うべき沈壽民の名が見えないのは不可解である。婺源の曹鳴遠、
汪志稷などは知り合う時期が遲かったということもあろう。
　「明末四公子」 には上掲の方以智、陳貞慧以外に侯方域 （字は朝宗） と冒襄
（辟疆） がおり、この二人も張自烈と交流があったことは確かであるが3）、ここ
には舉げられていない。『文集』 の記述を總合して考えると、侯方域、冒襄に
對する自烈の印象はあまり良くないようである。　
　次に 「臨川四大才子」 あるいは 「江西四家」 には上揭の羅萬藻以外に陳際
泰、章世純、艾南英がいる。『芑山詩集』 に 「在昔篇哭楊汝開」 の詩があり、
自注によれば、崇禎四年 （1631）、張自烈は、この年の殿試で進士となったばか
りの楊以任の北京の家で章世純や揭重熙に會い、良い印象を持ったことがわか
る4）。艾南英とは犬猿の仲であった。なお楊汝開は楊維節の甥 （從子） で、南行
人司に勤めていたが、早くに亡くなったという。
　松江府華亭出身の 「幾社六子」 には上揭の夏允彝、周立勳、徐孚遠以外に陳
子龍、杜麟征、彭賓がいる。特に有名なのが陳子龍 （臥子） である。張自烈も
陳子龍に會ってはいるが、以下の 『文集』 の記述からわかるとおり、反感を
持ったらしい。
　ある日、楊廷麟の家に行ったところ、ちょうど孫魯山、李源常、陳子龍が來
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ていた。魯山たちは私と舊友の間柄であり、陳子龍のみ初對面であった。ちょ
うど空腹だった陳子龍がガツガツ食べ始めるのを見て、私は何も語らずに引き
返した5）。
　このほかの友人としては袁繼咸 （江西宜春）、顧杲 （無錫）、左懋第 （山東萊陽）、
沈士柱 （蕪湖）、錢澄之 （桐城）、宋之盛 （髻山先生、江西星子）、戴重 （和州）、陳
允衡 （江西建昌）、梅朗中 （宣城）、萬時華 （江西南昌）、彭士望 （易堂九子之一、南
昌）、麻三衡 （宣城）、游藝 （福建建寧）、楊廷麟 （江西清江）、李昌祚 （湖廣漢陽）、
李清 （興化）、劉斯陞 （江西南昌）、魯可藻 （和州）、などがいる。若い世代の中で
は閻若璩 （山西太原、僑居淮安） や傅山 （山西陽曲） との交流も興味深い6）。
3．『芑山詩集』十首注釋
　以下、友人を詠んだ詩を中心に注釋を試みる。
3．1　懷夏彝仲 夏彝仲を懷ふ
今夕何所思　kiən陰 siəʔ入ho陽ʃu上 s  陰 今夕　何の思ふ所ぞ
思君君已去　s 陰kiuən陰kiuən陰 i上kʰiu去　 君を思へど君　已に去れり
不恨道路長　puəʔ入hən去 tʰau 去 lu去ʧʰioŋ陽　 道路の長きを恨みず
恨君別我遽　hən去kiuən陰pʰiaʔ入ŋo上kʰiu去
 君が我に別るること遽
には
かなるを恨む
假寐忽逢君　kia上muəi去huəʔ入 fuəŋ陽kiuən陰 假
か
寐
び
　忽ち君に逢ひ
蒼茫與君語　ʦʰoŋ陰moŋ陽 iu上kiuən陰ŋiu上 蒼茫として君と語る
未知君夢中　vuəi去ʧi陰kiuən陰muəŋ去ʧiuəŋ陰　 未だ知らず君　夢の中
相逢竟何如　sioŋ陰 fuəŋ陽kiən去ho陽ʒiu去 相ひ逢ひて竟
つひ
に何
いづ
くに如
ゆ
くかを
注：○夏彝仲…夏允彝、南直隷松江府華亭の人、崇禎十年の進士、長樂県知県
となり、福王政權崩壞後の乙酉の年 （1645年） 九月に入水死。明史に傳あり。
松江の文人結社、幾社の中心人物であり、大きく見れば自烈と同じく復社の成
員。自烈とは袁繼咸の紹介で知り合ったという。『箋註陶淵明集』 の夏氏の序
に 「余入留都、獲友袁臨侯先生、又從臨侯交爾公也」 と言う。○假寐…仮眠。
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○蒼茫…茫漠たるさま。○何如… 「如」 は去聲で讀まれており、ここでは 「い
づくにゆく」 と訓じたが、「如何」 の意味で解釋することもできる。水谷誠氏
の教示による。
解説：清初刊 『芑山文集』 詩卷全 42首のうち第 2首。五言古詩。去聲御韻。
豫章叢書 『芑山文集』 「芑山詩集」 未收。
3．2　酬嚴子岸 嚴子岸に酬
むく
ゆ
我從山陰來　ŋo上ʦʰuəŋ陽ʃan陰 iən陰 lai陽 我　山陰より來たる
不見幽人廬　puəʔ入kian去 iəu陰ʒiən陽 liu陽 幽人の廬を見ず
與子長相思　iu上ʦ 上ʧʰioŋ陽 sioŋ陰 s 陰 子
きみ
と長
とこし
へに相ひ思ふ
遺我夢中書　i陽ŋo上muəŋ去ʧiuəŋ陰ʃiu陰 我に夢中の書を遺
おく
る
書辭四五行　ʃiu陰 s 陽 s 去ŋu上hoŋ陽 書辭　四五行
情好與之俱　ʦʰiən陽hau上 iu上ʧi 陰kiu陰 情好　之と俱
とも
にす
為歎白頭人　uəi去 tʰan去pʰuəʔ入 tʰəu陽ʒiən陽　 為
ため
に歎く白頭の人
古道何榛蕪　ku上 tʰau去ho陽ʧən陰vu陽 古道　何ぞ榛
しん
蕪
ぶ
せる
注：○嚴子岸…嚴渡、浙江餘杭の人。四十で死去。○山陰…紹興。そこから餘
杭は近い。○幽人…隠士、ひっそりと暮らす士人。ここでは嚴渡を指す。○書
辭…手紙の文辭。○古道…いにしえの道、孔子の教え。○榛蕪… （草木が茂り）
荒れ果てる。
解説：第 11首。五言古詩。上平魚虞韻。以上二首は明らかに友人たちの死後
書かれたものであろう。なお二首とも嘉慶刊 『江西詩徴』 巻六十八に採録され
ている。
3．3　雪夜寓姑蘇顧園
江亭黯淡客心寒　kioŋ陰  tʰiən陽  ian上  tʰan去  kʰəʔ入  siən陰  han陽　
隱几沈思坐欲闌　iən上  ki上  ʧʰiən陽  s 陰  ʦʰo去  iuəʔ入  lan陽　
剩有殘書三四卷　ʃiən去  iəu上  ʦʰan陽  ʃiu陰  san陰  s 去  kiuan去　
夜深移向雪中看　ia去  ʃiən陰  i陽  hioŋ去  siuaʔ入  ʧiuəŋ陰  kʰan陰　
訓讀：雪夜の姑蘇顧園に寓す　江亭　黯淡として客心寒し　隱几　沈思して坐
　闌
ふ
けんと欲す　剩
あま
すに殘書三四卷有り　夜深く移りて雪中に向ひて看る
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注：○顧園…姑蘇すなわち蘇州の庭園の一つ。現在、蘇州博物館の近く。○黯
淡…暗いさま。○隱几…脇息 （ひじかけ）。或いは 「脇息に倚る」。○坐欲闌…
座っているうちに夜が更けようとしている。○殘書…讀了していない本。○向
雪中…雪明かりの中で。　
解説：第 27首。五言古詩。上平寒韻。
　
3．4　壬申歸自燕獨坐子舍有作　　　　　　　
年少疎狂唱鷓鴣　nian陽  ʃiau去  ʃu陰  kʰuoŋ陽  ʧʰioŋ去  ʧia去  ku陰　
長安踏遍老菰蘆　ʧʰioŋ陽  an陰  tʰaʔ入  pian去  lau上  ku陰  lu陽　
交情亦有千金贈　kiau陰  ʦʰiən陽  iəʔ入  iəu上  ʦʰian陰  kiən陰  ʦʰən去　
衣櫛蕭然是故吾　i陰  ʦiaʔ入  siau陰  ʒian陽  ʃi去  ku去  ŋu陽　
訓讀：壬申、燕より歸り、獨り子舍に坐し作る有り　年少
わか
くして疎狂　鷓
しゃこ
鴣
を唱ふ　長安　踏むこと遍
あまね
くして菰蘆に老ゆ　交情また有り千金の贈
ぞう
　衣櫛
しつ
蕭
せうぜん
然　これ故
もと
の吾なり
自注：第 1行　唐宜春鄭都官谷、以鷓鴣詩著稱、時傳鄭鷓鴣云。見郡志。
注：○壬申…崇禎五年 （1632）。○子舍…小さな部屋。○鷓鴣…自注に言うと
おり故郷宜春の先輩、唐の鄭谷の 「鷓鴣の詩」 が有名である （暖戲煙蕪錦翼齊、
品流應得近山雞。雨昏青草湖邊過、花落黄陵廟裏啼。遊子乍聞征袖溼、佳人纔唱翠眉低。
相呼相應湘江闊、苦竹叢深春日西）。○長安…ここでは北京のこと。○菰蘆… 「ま
こも」 と 「あし」、転じて隱者の住むところ、民間を指す。陸游 「新涼書懷」
の詩に 「殘年不恨老菰蘆」 の句あり。○交情…友人。○故吾…元の自分。
解説：第 30首。七言絶句。上平虞韻。この時に限らず張自烈は友人が資金面
での援助を申し出ても拒絶することが多かった。豫章叢書 『芑山文集』 「芑山
詩集」 の題は 「壬申歸自燕獨坐有作」。
3．5　次耳聾詩　并序 耳聾の詩に次す　并びに序
今年裁四袠　kiən陰  nian陽  ʦʰai陽  s 去  ʧʰiəʔ入 今年裁
わづ
かに四袠
ちつ
昨歲成一翁　ʦʰoʔ入  suəi去  ʧʰiən陽  iəʔ入  uəŋ陰 昨歲一翁と成る
不恨髭將白　puəʔ入  hən去  ʦ 陰  ʦioŋ陰  pʰuəʔ入
 髭
ひげ
將
まさ
に白からんことを恨みず
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誰知耳自聾　ʃuəi陽  ʧi陰  ʒi上  ʦʰ 去  luəŋ陽　 誰か知らん耳　自ら聾するを
孤吟羣籟寂　ku陰  ŋiən陽  kʰiuən陽  lai去  ʦʰiəʔ入　 孤吟すれども羣籟寂たり
多笑萬情空　to陰  siau去  vuan去  ʦʰiən陽  kʰuəŋ陰 多笑すれども萬情空たり
搖落隨時序　iau陽  loʔ入  suəi陽  ʃi陽  siu去 搖落　時序に隨ふ
秋聲何處風　ʦʰiəu陰  ʃiən陰  ho陽  ʧʰiu去  fuəŋ陰 秋聲　何
いづこ
處の風ぞ
自序：讀杜工部耳聾詩、竊怪似初學語、即事次韻、恨不質工部
注：○次…元の詩と同じ韻を踏んで詩を作ること。○耳聾…杜甫の詩は 「生年
鹖冠子、歎世鹿皮翁。眼復幾時暗、耳從前月聾。猿鳴秋淚缺、雀噪晚愁空。黃
落驚山樹、呼兒問朔風」 というもの。○四袠…四十歳。自烈が四十歳であるの
は崇禎九年 （1636） のこと。○髭…くちひげ。○羣籟…自然界の多くの響き。
○多笑…多くの人がドッと笑うことか。○搖落…葉が枯れて落ちる、衰える。
解説：第 33首。五言古詩。上平東韻。
3．6　南村園居成志賦 南村に園居し志を成すの賦
天地何處廬　tʰian陰 tʰi去ho陽ʧʰiu去 liu陽 天地　何處にか廬
いほり
せん
茆椽我暫假　mau上ʧʰiuan陽ŋo上ʦʰan去kia上　 茆
ばうてん
椽　われ暫く假
か
らん
時春屋滿花　ʃi陽ʧʰiuən陰uəʔ入muan上hua陰 時　春なれば屋　花に滿ち
時秋葉盡赭　ʃi陽ʦʰiəu陰 iaʔ入ʦʰiən上ʧia上 時　秋なれば葉　盡く赭
あか
し
婦子聚歡娛　fu去ʦ 上ʦʰiu上huan陰ŋiu陽 婦子　聚まりて歡娛す
何必營廣廈　ho陽piəʔ入 iuən陽kuoŋ上hia去 何ぞ必ずしも廣廈を營まん
但願無追呼　tʰan上 iuan去vu陽ʧuəi陰hu陰 ただ願はくは追
つい
呼
こ
なくして
終年得聊且　ʧiuəŋ陰nian陽 təʔ入 liau陽ʦʰia上 終年　聊
れう
且
しゃ
を得んことを
注：○南村…宜春の南郷、龔莊。崇禎六年、ここに土地を買い、數年後、張一
家はそこで暮らすことになる。○茆椽…草のたるき。粗末な家。○廣廈…広い
邸宅。○追呼…役人が納税や徭役の催促に来ること。○聊且…暫しの安らぎ。
解説：第 13首。五言古詩。上聲馬韻。豫章叢書の題は 「南邨園居成志賦」。
3．7　南庄即事 南庄即事
我家南山南　ŋo上  kia陰  nan陽  ʃan陰  nan陽 我が家は南山の南
扶杖學粗野　fu陽  ʧʰioŋ上  hioʔ入  ʦʰu陰  ia上 杖を扶し粗野を學ぶ
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日日山中行　ʒiəʔ入  ʒiəʔ入  ʃan陰  ʧiuəŋ陰  hən陽 日日　山中に行き
相逢誰知者　sioŋ陰  fuəŋ陽  ʃuəi陽  ʧi陰  ʧia上 相ひ逢ふも誰か知る者ならん
解説：五言古詩。豫章叢書 『芑山文集』 「芑山詩集」 未收。
注：○粗野…ここでは農事を言う。○扶杖…杖をつく。
解説：第 23首。五言古詩。上聲馬韻。
3．8　山居 山居
遯跡在誰廬　tʰuən去ʦiəʔ入ʦʰai去ʃuəi陽 liu陽 跡を遯
のが
れ誰廬に在り
摧隤意自如　ʦʰuəi陰 tʰuəi陽 i去ʦʰ 去ʒiu陽 摧
さいたい
隤　意　自如たり
呼童頻種草　hu陰 tʰuəŋ陽pʰiən陽ʧiuəŋ去ʦʰau上 童を呼びて頻りに草を種ゑしめ
卻客緩攤書　kʰioʔ入kʰəʔ入huan上 tʰan陰ʃiu陰 客を 却
しりぞけ
けて緩かに書を攤
ひら
く
山送晴嵐靜　ʃan陰 suəŋ去ʦʰiən陽 lan陽ʦʰiən去 山は晴嵐を送りて靜かなり
泉咽梵語徐　ʦʰiuan陽 iaʔ入 fuan去ŋiu上 siu陽 泉　咽
むせ
び 梵語徐
おもむ
ろなり
終朝幽曠足　ʧiuəŋ陰ʧiau陰 iəu陰kʰuoŋ去ʦuəʔ入 終朝　幽曠足
た
る
竹色滿庭虛　ʧiuəʔ入 ʃəʔ入muan上 tʰiən陽hiu陰 竹色　庭に滿ちて虛なり
注：○遯跡…隱遁する。○誰廬… 『文集』 「誰廬記」 （傳記二） によれば、永暦
四年｛順治七年｝ （1650） 六月、友人陳名夏 （清・吏部漢尚書） の案配により、官
費による 『四書大全辯』 刊刻計画が具體化。宜春県知県の王諏吉が刻工集めや
作業場づくりを擔當する一方、自烈も宜春の龔莊に書室を建てて誰廬と名づけ
る。○摧隤…衰えたさま。○自如…氣ままである。○晴嵐…晴れた日の山の
靄、水蒸氣。○梵語…ここでは近くの寺から聞こえる讀經の聲のことであろ
う。○終朝…一日中。○幽曠…ひそやかで奥深い。
解説：第 36首。五言古詩。上平魚韻。この時、自烈は五十四歳。
3．9　南譙暮春卽事
數年襥被客他鄉　ʃu去  nian陽  pʰuəʔ入  pʰi去  kʰəʔ入  tʰo陰  hioŋ陰　
又見流光過短牆　iəu去  kian去  liəu陽  kuoŋ陰  ko去  tuan上  ʦʰioŋ陽　
草睡不思春老大　ʦʰau上  ʃuəi去  puəʔ入  s 陰  ʧʰiuən陰  lau上  tʰai去　
花酣應憶日初長　hua陰  han陽  iən陰  iəʔ入  ʒiəʔ入  ʧʰu陰  ʧʰioŋ陽　
白雲到眼魂千里　pʰuəʔ入  iuən陽  tau去  ŋian上  huən陽  ʦʰian陰  li上　
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青史隨身影半牀　ʦʰiən陰  ʃi上  suəi陽  ʃiən陰  iən上  puan去  ʧʰoŋ陽　
人事凄凉腸欲斷　ʒiən陽  ʃi去  ʦʰi陰  lioŋ陽  ʧʰioŋ陽  iuəʔ入  tʰuan去　
狂歌何處濯滄浪　kʰuoŋ陽  ko陰  ho陽  ʧʰiu去  ʧʰoʔ入  ʦʰoŋ陰  loŋ陽　
訓讀：南譙暮春卽事　數年襥
ぼく
被
ひ
して他鄉に客たり　また見る流光　短牆を過
ぐるを　草は睡りて春の老大なるを思はず　花酣にして応
まさ
に日の初めて長き
を憶ふべし　白雲　眼に到り魂は千里　青史　身に隨ひ影は半牀　人事　凄
涼　腸斷たんと欲す　狂歌して何
いづこ
處にか滄浪に濯
あら
はん
自注：第三行：桂林有睡草、見之責令人睡。見述異志。
注：○襥被…服や布団を風呂敷で包む。○老大…老いる。ここでは春が暮れる
意。○流光…時間のこと。○青史…史書。○南譙…現在の安徽滁州。○濯滄浪
…世が乱れている時は川の流れで足を洗う。『孟子』 「離婁上」 に 「有孺子歌
曰：滄浪之水清兮、可以濯我纓。滄浪之水濁兮、可以濯我足」 とある。
解説：第 37首。七言律詩。下平陽韻。張自烈が南譙にいた時期は不明。崇禎
四年 （1631） 三月、貢監生として北京に行く途中、滁州を通っている。この詩
は康煕刊 『遺民詩』、嘉慶刊 『江西詩徴』 の兩書に採録されている。
3．10　讀宋史有感　
長溪寒色夜蒼蒼　ʧʰioŋ陽  kʰi陰  han陽  ʃəʔ入  ia去  ʦʰoŋ陰  ʦʰoŋ陰　
少帝蒙塵駕海航　ʃiau去  ti去  muəŋ陽  ʧʰiən陽  kia去  hai上  hoŋ陽　
百辟巖邊營壘在　puəʔ入  piəʔ入  ŋian陽  pian陰  iuən陽  luəi上  ʦʰai去　
不知何策共勤王　puəʔ入  ʧi陰  ho陽  ʧʰəʔ入  kʰiuəŋ去  kʰiən陽  uoŋ陽　
訓讀：宋史を讀みて感ずる有り　長溪の寒色　夜蒼蒼　少帝　蒙塵し海航に駕
す　百
ひゃくへきがん
辟巖邊　營壘在り　知らず何の策か勤王を共にせん
注：○長溪…福建の福寧州 （今の霞浦） の雅名。モンゴル軍に追われた南宋末
の少帝がこの地に船で上陸、百辟岩のあたりで勤王の軍を集めたという。○蒙
塵…皇帝が避難すること。○海航…海船。紺野達也氏の教示による。
解説：第 40首。五言古詩。下平陽韻。この詩の作成時期は不明ながら、「不知
何策共勤王」 の句に明復興への願いを讀み取ることができよう。友人の揭重熙
が國變後、福寧の知州を務めていたことと關係するかも知れない。ただし張自
烈が福寧に行ったか否かは不明。
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4．友人の詩
　前稿 （古屋 1998） では李昌祚や方中通が張自烈のことを詠んだ詩を紹介し
た。以下、同様の例を三首舉げ、注釋をつけてみたい。
4．1　丁耀亢 『逍遙遊』 卷二
別豫章張爾公兼訂吳遊 豫章の張爾公に別れ、兼ねて吳遊を訂す
聲氣知何許 聲氣　何
い
許
か
なるかを知らん
相逢若有期 相ひ逢ふこと期あるが若
ごと
し
人倫風雅得 人倫　風雅　得て
文事盛衰隨 文事　盛衰　隨ふ
道在烏皮几 道は烏皮の几に在り
情深白雪詞 情は白雪の詞より深し
江南多勝地 江南　勝地　多し
誰借習家池 誰か借さん　習家の池
注：丁耀亢、字は西生、號は野鶴、紫陽道人ともいう。山東諸城の人。○豫章
…江西南昌。張自烈は宜春の人であるが、南昌の人と誤解されることもあっ
た。清畏堂本 『正字通』 も 「南昌張自烈爾公輯」 と題している。○訂吳遊…将
来の蘇州での再會を期す。○聲氣…友人として通い合う氣持ち。○何許…ど
こ、どのような。「知何許」 は 「不知何許」 の意味と見ることもできる。○烏
皮几…黒い羊の革でくるんだ一種の脇息 （ひじかけ）。謝朓や杜甫の詩に見える。
張自烈が脇息を使用していたことは本稿 3.3の詩からもわかる。○白雪詞…
「白雪陽春」 は楚の國の歌曲。高雅な詩歌を指す。○習家池…晋の山簡に關連
する古跡、襄陽の望族習氏の庭園の池 「高陽池」。
解説：七言律詩。上平支韻。
4．2　余紹祉 『晩聞堂集』 卷七
送大微之江州唁張爾公 大微の江州に之
ゆ
き張爾公を唁
と
ふを送る　
乾坤無地不干戈 乾坤　地として干戈ならざる無し
買棹春江欲往何 棹
ふね
を春江に買ひ何
いづく
にか往かんと欲する
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短劍窄衫新結束 短劍　窄衫　新たに結束す
匡山蠡水舊經過 匡山　蠡水　舊
も
と經過せり
故人亂後逾珍重 故人　亂の後　逾
いよい
よ珍重し
國事微時費揣摩 國事　微なるの時　揣
し
摩
ま
を費せ
寄語芑山張處士 語を寄す　芑山張處士
好攜老稚到煙蘿 好
よろ
しく老稚を攜へて煙蘿に到るべしと
注：余紹祉…字は子疇、號は疑庵居士、婺源の人。明の諸生。○大微…張自烈
の友人余垣の字。自烈は崇禎十一年 （1638） 婺源に余垣兄弟を尋ねている。こ
の詩の序に 「張爾公、別號芑山、袁州人。薦辟未就、嘗館於大微家。先生遣子
藩卿從之游。爾公時寓江州、丁父之喪。大微往唁、詳先生文集中與張爾公書」
と言うとおり、余紹祉の子余藩卿は自烈の門弟となっていた。○江州…江西の
九江。崇禎十七年 （1644） 一月、自烈は郷里を離れ、九江に難を避けていた。
當時の九江總督は袁繼咸。○唁…弔問する。張獻忠の反乱の中で、崇禎十六年 
（1643） の冬、左良玉の兵が宜春を侵し、その際、弟の自煕が殺害され、父の張
曰柱も負傷し、程なく死去。○棹… 「櫂
かい
」 の異體字、ここでは 「舟」 の意。○
結束… （旅の） 装束をする。○匡山…廬山のこと。○蠡水…彭蠡の澤。九江に
近い鄱陽湖。○故人…友人。○亂…上述の左良玉の兵によるものを指す。○珍
重… （身體を） 大切にする。○費揣摩…考えをめぐらす。發言に注意する。『晩
聞堂集』 巻十一 「與張爾公書」 の文はこの時九江に赴く余垣に託したものと推
定されるが、その中でも余紹祉は 「京師時勢、伝聞不一、憂恤之極、吾人当同
之」 と言い、そのあと張自烈に婺源への避難を勧めている。○處士…官位に就
いていない讀書人。○好…～すべきである。「宜」 に同じ。○老稚…老人と子
供。ここでは張自烈の母親と子供たちを指す。○煙蘿…靄に包まれ蔦がからま
るような奥深く静かな場所や住まい。ここでは作者のいる婺源を指す。
解説：七言律詩。下平歌韻。『文集』 「旅記五」 （傳記卷三） によれば、余氏兄弟
が九江に自烈を訪ねたところ、自烈は既に南昌へ向かったあとだったこと、次
の年、自烈が婺源を訪問して、余氏の家で友人江志稷、曹鳴遠にも會えたこと
などがわかる。
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4．3　錢澄之 『田間詩集』 卷五 「江上集」 己亥　
寒夜張爾公見過 寒夜　張爾公の過
よぎ
らる
老友緘關久 老友　關を緘
とざ
して久しく
冒寒過草廬 寒きを冒
をか
して草廬に過
よぎ
る
久辭城市迹 久しく辭す　城市の迹
あと
新禁國門書 新たに禁ぜらる　國門の書
米店錢還後 米店　錢　還
かへ
すの後
のち
茶爐火著初 茶爐　火　著
つ
くの初め
相看頭白盡 相ひ看れば頭　白くし盡し
談笑未應疎 談笑　未だ應
まさ
に疎ならざるべし
原注：4行目　方禁其書　
注：錢澄之…字は飲光、初名は錢秉鐙、桐城の人。○己亥…永暦十三年｛順治
十六年｝ （1659）。自烈は永暦八年｛順治十一年｝ （1654） から南京の城南で家族
とともに暮らしていた。僧形の方以智と隣人となる。○過…訪問する。○緘關
…戸を閉ざす。方以智も建初寺の看竹軒に独居していた。○新禁國門書…自烈
の自信作 『四書大全辯』 は當時禁書となっていた。福王政權下で金陵本 『四書
大全辯』 が毀板となったことは自烈の 「刪定四書大全辯序」 に見える。朱彝尊
『經義考』 卷二五九 「四書大全辨」 の項にも陸元輔の言として 「時論以其立異、
毀其所鏤板」 とある。○米店錢還後…方中通 『陪集』 「呈父執張芑山先生」 に
日々の米にも事缺く當時の自烈の窮状が描かれている7）。
解説：五言律詩。上平魚韻。
5．おわりに
　今回扱った詩は友人のものも含め、すべて順治年間までのものである。友人
のうち梅朗中、楊以任、楊汝開、嚴渡、劉斯陞は早くも崇禎年間に夭逝し、他
の多くの友も、國變すなわち李自成による北京陷落後、抗清活動を含む數年の
間に相繼いで戰死・自盡・獄死・刑死等の最期を遂げている。周鑣、呉應箕、
夏允彝、袁繼咸、左懋第、戴重、楊廷麟、黄淳耀、楊廷樞、周鍾、掲重熙など
である。己丑の年 （順治六年、1649） 以降、張自烈が詩作をやめたことと無関
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係ではありえないであろう。
資料
張自烈 『芑山文集』、清初刊、北京圖書館善本閲覧室
―『芑山先生文集」、康熙刻本 （1687年頃）、北京圖書館善本閲覧室
―『芑山文集』、豫章叢書本、東洋文庫
銭澄之 『田閒詩集』、黄山書社、1998年
余紹祉 『晩聞堂集』、道光年間刊、東京大學総合図書館
　＊ 『逍遙遊』 『江西詩徴』 『遺民詩』 は中國基本古籍庫による
參考文獻
古屋昭弘 1994張自烈年譜稿 （明代篇）、『早稲田大學大學院文學研究科紀要』 39
―  1996張自烈年譜稿 （遺民篇）、『早稲田大學大學院文學研究科紀要』 40
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― 1998明刊 『箋註陶淵明集』 のことなど、『中國文學研究』 24　
― 2007張自烈 『芑山詩集』 について、『佐藤進先生還暦記念論文集』、
好文出版
注
1） 現在通行している張自烈 『芑山文集』 は民国期の豫章叢書所収のもの。北京圖書
館善本閲覽室には次の三種の清初ないし康煕年間の刊本が藏されている：
　  ① 『芑山文集』 存二十六巻 （巻一から巻五を缺く）。巻首に岳蛻、呂恂の序よび自
序、總目、凡例、目録。蘇州葉瞻泉刻本。SB1872
　  ② 『芑山文集』 存三十巻 （序よび制義一巻を缺く）。巻首に總目、凡例、目録。刊
記を缺くが、一と同じく葉瞻泉刻本。一、二ともに著者の生前おそらく順治年間
に編集されたもの。SB5975
　  ③ 『芑山先生文集』 存十九巻 （巻二十から巻二十四を缺く）。巻首に芑山先生自序、
弟・自勲の跋、俞王爵の序、凡例、答張世埈世兄書、目録。康熙刻本 （1687年頃）。
　　詩について言えば、①と②の 『芑山文集』 では 『芑山文集詩巻之一　旅詩』 と
いう扱いである。③の 『芑山先生文集』 では 「巻二十三　旅詩」 という形で収録
されていることが、詩の題も含め目録からわかるが、巻二十から巻二十四を缺く
ため、正確な内容は不明。豫章叢書本は内容・編次ともに③の版本を直接うけつ
ぐもの。ただし詩の部分を 「芑山詩集」 と名付け、「巷無人行」 の詩を増やしてい
る。
〔46〕　中国文学研究　第三十四期
2） 芑山見今士酬唱夸矜者、心非之、罕為詩。雖有作、不出示人、輒委棄不甚惜。世
亦莫知其能詩也。旅詩 「客金陵得家信感懷」 有 「自憐歡事少、歸去亦天涯」 之句。
聞其有袁臨侯讀之流涕。芑山不求工而自工、多此類。
3） 彼らの交流を物語るものとして、古屋 1994では黄宗羲 『吾悔集』 巻一の記述を
引いたが、ここでは 「己未仲冬唱和詩」 の冒襄の跋を引用しておきたい：「己卯、
陳定生應制來金陵、攜髮覆額之才子其年在寓。其年方負笈從吳次尾、侯朝宗入雍、
以萬金治裝求友。才名踔厲、與顧子方、梅朗三、方密之、張爾公、周勒卣、李舒
章及余訂交。氣誼非復恒情、咸為魏子一揚聲吐氣。子方、次尾、定生、朝宗首倡
逐懷寧之公掲、合數十百人鳴鼓而攻。懷寧即強項、是秋奔竄、幾無所容。申酉報
復、欲一綱打盡。其禍首及定生、朝宗與余者、謂此掲乃三人左右之也。
4） 同章大力世純、李仲章光倬、劉師貞捷、掲萬年重熙、集維節邸舍。汝開論諸子生
平甚詳。
5） 一日過楊機部 （楊廷麟）、適孫魯山 （孫晋）、李源常 （李於）、陳臥子在坐。魯山諸
人舊與僕遊好、獨臥子始謀面。僕見臥子枵腹久、方豪噉。輒不與語別去。
6） 『文集』 「芑山制義自序」 などによれば、科挙の各段階で自烈の文を評価してくれ
た人には以下のような高官がいる：姜曰廣、謝德溥、周鳳祥、方逢年、何楷、徐
石麒、劉若金、鄭之尹、侯峒曾。
7） 「芑山先生自四書大全辨毀板後、窮困特甚。一日呉子班馳報竹關、云張先生絶糧
二日矣。有時貴饋金求文、斥之不受。老父爲餉米二十斛」 と言う。「呉子班」 は呉
応箕の子、呉孟堅 （字は班父） のこと。
